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1 身体活動 (2)① 朝のラジオ体操
市民センターを会場にラジオ体操
を実施

〇 〇 〇 〇 〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・健康長寿課 〇
毎日

(閉館日
を除く）

21,877

毎日ラジオ体操を実施
することで、参加者同
士の交流も生まれてお
り、コミュニケーショ
ンや健康維持への成果
を上げられている。

A 継続

1 身体活動 (2)①
生きがいリハビリ
交流事業「笑うひ
まわりサロン」

富士見地域の高齢者の介護予防を
目的としたサポーターによるサロ
ンの運営補助

〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・健康長寿課 〇 20 298

介護予防を目的とした
健康体操の実施や高齢
者の運動機能測定など
を実施し、継続的な健
康管理の必要性を参加
者に周知・啓発でき
た。

A 継続

1 身体活動

(1)②
(2)①
(4)①

生きがいリハビリ
交流サロン（ほほ
えみ）

介護予防体操、折紙、ぬり絵、童
謡等の実施（体操：つるフィット
の協力）

〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・健康長寿課
・介護予防ボラン
ティア「つるフィッ
ト」

〇 19 135
体操や折紙など、介護
予防の活動ができた。

A 継続

1 身体活動 (2)①
南市民センター
「ときめきサロ
ン」

介護予防体操等の講座の実施 〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・民生委員・児童委
員

〇 4 81
毎回お口の体操を実施
し、健康増進を図っ
た。

A 継続

1 身体活動

(1)②
(2)①
(4)①

（新）サークル活
動地域還元講座
「太極拳講座」

年齢に関係なく、ゆっくり身体を
動かして、筋力アップ・転倒予防
を図る。

〇 〇 〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・サークル 〇 6 47
ゆっくりな動きで、高
齢者でも無理なく運動
することができた。

A 廃止
サークルから申し出
があった場合に実施
するため。

1 身体活動

(1)②
(2)①
(4)①

（新）地域課題講
座「体幹エクササ
イズ」

首、脇、腕、手、肩、背中のセル
フマッサージとなど、上半身スト
レッチを重点的に学ぶ講座の実施

〇 〇 〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・ヨガ講師・タイ古
式マッサージセラピ
スト

1 27

講座終了後、サークル
会員として参加し、継
続的に運動することが
期待できる。

A 見直し
課題の抽出を行い
テーマを決めるた
め。

1 身体活動

(1)②
(2)①
(4)①

（新）サークル活
動地域還元講座
「体幹エクササイ
ズ」

インナーマッスルを鍛える体幹ト
レーニング講座

〇 〇 〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・サークル 〇 3 46

講座終了後、サークル
会員として参加し、継
続的に運動することが
期待できる。

A 廃止
サークルから申し出
があった場合に実施
するため。

1 身体活動 (2)①
（新）筋力を付け
よう！イスに座っ
て簡単ヨガ

高齢者の健康増進を図るためのヨ
ガ教室

〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・輪をつなぐ会 〇 1 46
高齢でも、イスに座っ
て無理なく身体を動か
すことができた。

A 見直し
ニュースポーツを楽
しむ会を実施する予
定のため。

1 身体活動 (2)①
（新）自転車安全
利用講習会

自転車安全講習会の開催、介護予
防体操等の教室の実施及び推進

〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・生活環境課 〇 2 39

自転車シミュレーター
を体験をとおして、安
全に自転車で出掛ける
きっかけとなった。

A 継続

分野
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令和５年度実績 令和６年度実施
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1 身体活動
(2)①

(新）夏休みこども
体験教室「モルッ
ク体験」

夏休みの小学生を対象にした、体
験教室の実施

〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

〇 1 10

新スポーツの体験をと
おして、楽しみながら
身体を動かすきっかけ
を提供できた。

A 継続

1 身体活動 (2)①
埼玉県コバトン健
康マイレージ事業

「今より1日1,000歩多く歩こう」
を目標とした健康づくり運動（専
用歩数計及びアプリによるウォー
キングの普及）

〇 〇 〇 健康長寿課 ・埼玉県健康長寿課 - 3,167
参加者数が9.3％増加
し、ウォーキングの普
及が図られた。

B 見直し

埼玉県コバトン健康
マイレージが令和6
年3月に終了し、新
規歩数管理アプリ事
業に移行するため。

1 身体活動
(2)①
(2)②

埼玉県コバトン健
康マイレージ市民
参加促進抽選会
（規定歩数達成者
対象）

市が設定したウォーキング強化月
間の規定歩数達成者に市産品等賞
品が当たる市民限定抽選会「てく
てく大抽選会」

〇 〇 〇 健康長寿課
・埼玉県健康長寿課
・つるがしま逸品会

1 1,185

規定歩数到達者数が
8.9％増加し、ウォーキ
ングの普及が図られ
た。

B 継続

1 身体活動
(2)①
(2)②

埼玉県コバトン健
康マイレージ市民
参加促進抽選会
（ウォーキングス
ポット提供者対
象）

市が設定した規定歩数達成が困難
な市民もウォーキングを楽しめる
よう、ウォーキングスポット提供
者に市産品等賞品が当たる市民限
定抽選会「てくてく大抽選会」

〇 〇 〇 健康長寿課 ・埼玉県健康長寿課 1 7

応募されたウォーキン
グスポット写真を市
ホームページに掲載
し、無理なく楽しく継
続するウォーキングの
普及が図られた。

C 見直し

ウォーキングスポッ
ト提供者が53.3％減
少したため、募集周
知方法やホームぺー
ジ以外の写真活用を
行う。

1 身体活動

(1)②
(2)①
(4)②

定例健康ウォーク
ウォーキングの継続的な定着化を
支援

〇 〇 〇 健康長寿課
・鶴ヶ島ウオーキン
グクラブ

11 143
特別イベントによりリ
ピーター参加者が増え
た。

B 継続

1 身体活動

(1)②
(2)①②
(4)②

ラジオ体操講習会 地域のラジオ体操の普及啓発 〇 〇 〇 〇 健康長寿課

・ラジオ体操連絡会
・一般財団法人簡易
保険加入者協会
・鶴ヶ島第二小学校
・生涯学習スポーツ
課
・子ども会育成会連
絡協議会

3 392
健康に効果的なラジオ
体操の普及が図られ
た。

B 見直し

子どもへの普及は夏
休み期間を活用し全
小学校児童対象に拡
大するため。

1 身体活動

(1)②
(2)①②
(4)②

介護予防教室「ス
トレッチ教室」

生活機能の低下予防を図るスト
レッチ教室

〇 健康長寿課 16 341

自宅でもできるスト
レッチを紹介すること
で、運動の習慣化が図
られた。

B 廃止

天候に左右されるこ
とや、既存事業を拡
大することから廃止
とする。

1 身体活動

(1)②
(2)①②
(4)②

介護予防教室「は
つらつ元気体操ク
ラブ」

介護予防に有効な体操教室 〇 健康長寿課 ・健康運動指導士 136 3,529
自宅でもできる体操を
紹介することで、運動
の習慣化が図られた。

B 継続
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1 身体活動

(1)②
(2)①②
(4)②

介護予防教室「こ
つこつ貯筋体操教
室」

運動器の機能維持・向上を図る体
操教室

〇 健康長寿課
・地域包括支援セン
ター

210 913

教室及び自宅での運動
を継続することによ
り、運動機能が維持・
向上できた。

B 継続

1 身体活動 (2)①
保健事業と介護予
防の一体的推進事
業

フレイル予防の普及啓発と、虚弱
高齢者の早期把握による三位一体
（運動・栄養(食・口腔)・社会参
加）の包括的な取組み
【フレイルチェック測定会及び歯
科講座、栄養・口腔・生活習慣病
重症化・健康状態不明者等等のハ
イリスク者への訪問指導】

〇 健康長寿課 ・保険年金課

講座
29

個別
支援
138

講座
426

個別
支援
138

フレイル予防に関する
身体活動について普及
啓発が図られた。

B 継続

1 身体活動
(1)②
(2)①

逆木荘ますます元
気健康クラブ

介護予防に有効な体操教室（介護
予防ボランティア「つるフィッ
ト」との連携事業）

　 　 　 　 〇
健康長寿課
（老人福祉セ
ンター）

・つるフィット 〇 23 148
つるフィットの指導に
より、効果的な運動の
継続ができている。

B 継続

1 身体活動 (1)②
逆木荘フレイル予
防教室

軽い運動と健康器具を使った軽い
筋トレ

　 　 　 　 〇
健康長寿課
（老人福祉セ
ンター）

・老人福祉センター
指定管理者（シル
バー人材センター）

〇 317 4,252

参加者の健康状態に合
わせた運動を実施する
ことで、運動機能低下
の予防が図られた。

B 継続

1 身体活動 (1)②
逆木荘グラウンド
ゴルフ初心者教室

グラウンドゴルフを始めようとし
ている高齢者を対象とした教室

　 　 　 　 〇
健康長寿課
（老人福祉セ
ンター）

・老人福祉センター
指定管理者（シル
バー人材センター）

〇 12 119

生きがいづくり、仲間
づくりなど高齢者の社
会参加の創出につな
がった。

B 継続

1 身体活動
(4)①
(4)②

ラジオ体操会立ち
上げ及び活動支援

ラジオ体操会に対する指導者派遣
及び団体へのＣＤラジオデッキ貸
出を実施

〇 〇 〇 健康長寿課
・ラジオ体操連絡会
・かんぽ生命保険

派遣
0

貸出
2

新規3団体がラジオ体操
連絡会に加入した。

A 継続

1 身体活動
(2)②
(4)②

シルバーｅスポー
ツ体験とスマホよ
ろず相談

シルバーｅスポーツ継続支援とス
マホよろず相談を実施

〇 健康長寿課 155 1542

高齢者の社会参加や認
知症予防につながっ
た。
また、デジタルデバイ
ドの解消にもつながっ
た。

B 継続

1 身体活動
(2)②
(4)②

（新）シルバーeス
ポーツ・デジタル
支援員養成講座

地域に派遣することにより高齢者
の活躍の場を創出

〇 〇 健康長寿課
・シルバー人材セン
ター

6 125

19名のシルバーｅス
ポーツ・デジタル支援
員を養成し、各市民セ
ンター等へ派遣でき
た。

B 廃止
デジタル支援員の養
成が終了したため。
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1 身体活動 (1)①
市内公共交通運行
事業

つるバス・つるワゴンを運行する
ことにより、買物や市民活動な
ど、市民の移動手段の確保と利便
性の向上を図る。

〇 〇 〇 〇 〇 都市計画課

・健康長寿課
・障害者福祉課
・保健センター
・こども支援課

- -

ルート及びダイヤの見
直しを行い、利便性の
向上を図ることができ
た。令和５年度は乗車
人数が過去最高であっ
た。

A 継続

1 身体活動 (1)①
公園や緑地等の整
備の推進

ウォーキングやランニングまたは
軽運動などが安全にできる環境整
備

〇 〇 〇 〇 〇 都市計画課 - -

公園維持管理において
は、市民の利便性や安
全に寄与した公園の整
備、管理を行った。ま
た、新規の公園整備に
当たり、ワークショッ
プを通じて市民の意見
を募る取り組みを行
い、その成果を反映し
た公園整備工事を行っ
た。

A 継続

1 身体活動 (1)①
未来の森づくり事
業

散策など軽運動ができる環境整備 〇 〇 〇 〇 〇 都市計画課

・つるがしま里山サ
ポートクラブ
・大谷川源流の会

- -

みどりの保全事業で、
市民の森等の整備・維
持管理等を行い、快適
に散策などが行える環
境整備を行った。

A 継続

1 身体活動 (2)① 小・中学校の取組

体力テストや持久走、運動会・体
育祭、縄跳び大会、体育朝会など
運動する機会を通し、身体活動を
推進

〇 学校教育課

・ＰＴＡ
・学校応援団
・教育センター

〇 - -

様々な活動の実施によ
り、楽しみながら体づ
くりをすることができ
た。

B 継続

1 身体活動

(2)①
(2)②
(4)②

第31・32回鶴ヶ島
市・東洋大学連携
スポーツ講習会

第31回「運動による血圧・血流改
善」をテーマに講習会を開催し
た。

第32回「ストレッチで血管を若返
らせよう！」をテーマに、プロス
ポーツ指導者等を招き、講習会を
開催した。

〇 〇 〇 〇
生涯学習ス
ポーツ課 ・東洋大学 2 55

市民の健康や運動に対
する意識・意欲の向上
に資することができ
た。

A 継続

1 身体活動 (2)①

第74回鶴ヶ島市民
体育祭　エンジョ
イスポーツミー
ティング

誰もが気軽に参加でき、スポーツ
に親しむことができるスポーツイ
ベント

〇 〇 〇 〇 〇
生涯学習ス
ポーツ課

・スポーツ協会
・ラジオ体操連絡会

1 2,580

運動機会の少ない人に
もスポーツに触れても
らい、体を動かすこと
の楽しさについて普及
することができた。

A 継続
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1 身体活動 (2)①
第13回鶴ヶ島市民
陸上競技記録会

整備された陸上競技場で行う記録
会

〇 〇 〇 〇
生涯学習ス
ポーツ課 ・スポーツ協会 1 100

本格的な競技場での開
催により、競技者の意
識向上に資することが
できた。

B 見直し

参加者の減少、運営
体制に一部課題があ
り、大きなイベント
より小さな教室を企
画展開し、個別ス
ポーツ競技の発展を
推進することにした
ため見直しとなっ
た。

1 身体活動

(2)①
(4)①
(4)②

スポーツ教室
ニュースポーツ「モルック」及び
「ラケットテニス」教室の開催

〇 〇 〇 〇
生涯学習ス
ポーツ課

・スポーツ推進委員
連絡協議会

2 29
ニュースポーツについ
て、普及啓発を行うこ
とができた。

A 継続

1 身体活動

(2)①
(4)①
(4)②

（新）市民体育祭
「健康吹き矢大
会」

「健康吹き矢」大会を市民体育祭
の一環として開催する。

〇 〇 〇 〇
生涯学習ス
ポーツ課

・スポーツ推進委員
連絡協議会

1 16
大会の開催により、競
技者の意識向上に資す
ることができた。

B 見直し

前年度と違う競技で
大会を開催すること
によって、幅広い人
に参加してもらえる
ため、見直すことと
なった。

2 食生活・
食育 (1)①

市ホームページに
健康増進サイトを
開設

健康増進サイト「キラキラ健康づ
くり」の運営及びサイト内におけ
る食育・食生活改善に関する周知
啓発

〇 〇 〇 秘書広報課 ・健康長寿課 〇 - -
ＨＰで常に公開するこ
とで、情報の周知啓発
を図ることができた。

B 継続

2 食生活・
食育 (1)① 子ども料理教室

夏休みこども体験教室において、
子ども料理教室等の実施

〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・サークル 〇 2 35

子ども自らがパンを手
作りすることにより、
料理の楽しさや達成感
を感じることができ
た。

B 継続

2 食生活・
食育 (1)①

（新）地域課題講
座「食育講座」

「いのちをいただく」ことの大切
さを親子で学ぶ講座の実施

〇 〇 〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・（株）サイボク 1 30

親子が、食育講座を通
じて、食べ物の大切さ
について家族で話し合
う機会を持つことがで
きた。

A 見直し
課題の抽出を行い
テーマを決めるた
め。

2 食生活・
食育

(2)①
(4)①

（新）おいしく食
べてフレイル予防

偏った食生活を改善し、フレイル
予防を図るための講話と試食。

〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・食育アドバイザー
鶴のえがお（鶴ヶ島
市食生活改善推進
員）

〇 1 25

栄養バランスの良い食
事を紹介し、フレイル
予防を周知することが
できた。

A 廃止
内容を変更して、食
生活に関する事業を
検討するため。
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2 食生活・
食育

(2)①
(4)①

（新）サークル活
動地域還元講座
「男の料理教室・
第１弾肉料理に
チャレンジ」

料理初心者でも参加できる男性対
象の料理教室

〇 〇 〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・サークル 〇 1 5
料理初心者の男性が楽
しく参加することがで
きた。

A 見直し
メニューを変更して
実施する予定のた
め。

2 食生活・
食育

(1)①
(2)②

（新）サークル活
動地域還元講座
「男の料理教室・
第２弾簡単蕎麦打
ちチャレンジ」

料理初心者でも参加できる男性対
象の料理教室

〇 〇 〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・サークル 〇 1 9
料理初心者の男性が楽
しく参加することがで
きた。

A 見直し
メニューを変更して
実施する予定のた
め。

2 食生活・
食育 (2)②

環境月間での食品
ロス削減啓発展示

６月の環境月間に合わせて庁舎１
階ロビーに食品ロス削減啓発ポス
ターを展示

〇 〇 〇 〇 生活環境課 〇 1 -
食品ロス削減の意識啓
発が図られた

B 継続

2 食生活・
食育 (2)②

広報特集による啓
発

１０月の食品ロス削減月間に合わ
せて食品ロス削減啓発記事を掲載

〇 〇 〇 〇 生活環境課 〇 1 -
食品ロス削減の意識啓
発が図られた

B 継続

2 食生活・
食育 (2)②

食品ロス削減月間
での食品ロス削減
啓発展示

１０月の食品ロス削減月間に合わ
せて庁舎１階ロビーに食品ロス削
減啓発ポスターを展示

〇 〇 〇 〇 生活環境課 〇 1 -
食品ロス削減の意識啓
発が図られた

B 継続

2 食生活・
食育 (2)②

地球温暖化防止月
間での食品ロス削
減啓発展示

１２月の地球温暖化防止月間に合
わせて「食品ロス削減家計簿手
帳」を展示した。
また、エコ鶴市民の会で募集した
食品ロス削減に向けたアイデアの
集計結果等を展示

〇 〇 〇 〇 生活環境課 ・エコ鶴市民の会 〇 1 -
食品ロス削減の意識啓
発が図られた

B 継続

2 食生活・
食育

(1)①
(2)②

親子ヘチマ料理教
室

ゼロカーボン推進事業「ヘチマ・
プロジェクト」の一環として、親
子でヘチマ料理を学ぶための料理
教室を実施

〇 〇 〇 生活環境課

・つるがしま緑の
カーテン市民実行委
員会

1 27

食品ロスだけでなく、
環境に配慮した食事づ
くりについての意識啓
発が図られた。

A 継続

2 食生活・
食育 (4)② 市役所朝市

地産地消を推進するための農産物
の販売

〇 〇 〇 〇 〇 産業振興課
・つるがしま市役所
朝市実行委員会

〇 10 約1,310

生産者と消費者が対面
で販売し交流を図るこ
とで、相互理解を育
み、新鮮で安心・安全
な地元野菜のPRと消費
拡大を図ることができ
た。

B 継続

2 食生活・
食育 (4)②

都市農業活性化推
進事業

観光農業のPR活動に関する支援 〇 〇 〇 〇 〇 産業振興課
・つるがしま観光農
園協会

〇 10 約2,000

消費者が自ら農作物の
収穫等を体験し、農業
と食について学ぶこと
ができた。

A 継続
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2 食生活・
食育 (4)② 産業まつり

市内事業者を中心に出店を募り、
市の産業のPRを図る

〇 〇 〇 〇 〇 産業振興課
・商工会
・JAいるま野

1 約44,000

市で生産された野菜の
販売や市内飲食店によ
る出店により、地元で
作られた安心安全な食
物を多くの市民に普及
することができた。

B 継続

2 食生活・
食育 (1)①

野菜収穫体験（農
業交流センター事
業）

竹の子掘り、栗ひろい、里芋掘
り、じゃがいも栽培・収穫、夏の
収穫（とうもろこし、枝豆）体験
を実施

〇 〇 〇 〇 〇
産業振興課
（農業交流セ
ンター）

15 428

様々な野菜の収穫等の
体験を通じ、農業と食
について学ぶ機会を提
供できた。

A 継続

2 食生活・
食育 (1)①

郷土料理教室・小
学生夏休み講座
（農業交流セン
ター事業）

ひもかわうどん作り・手作り味噌
講習会・講座「食品リサイクルに
ついて学ぼう」を実施

〇 〇 〇 〇
産業振興課
（農業交流セ
ンター）

9 90

郷土料理や食生活につ
いて学び、講座の実施
により学ぶ機会を提供
できた。

A 継続

2 食生活・
食育 (1)①

市民農園貸出し
（農業交流セン
ター事業）

市民農園の貸出しを行う
（農業交流センター、五味ヶ谷、
太田ヶ谷、下新田）

〇 〇 〇
産業振興課
（農業交流セ
ンター）

・シルバー人材セン
ター

-

利用状況
410区画
/455区画

利用率
90.1％

野菜の栽培・収穫を通
じ、食について学ぶ機
会を提供できた。

A 継続

2 食生活・
食育 (4)② 新茶キャンペーン 市特産品である狭山茶の販売 〇 〇 〇 〇 〇 産業振興課 ・鶴ヶ島市茶業協会 〇 1 約400

生産者と消費者が対面
で販売し交流を図るこ
とで、相互理解を育
み、新鮮で安心・安全
な地元野菜のPRと消費
拡大を図ることができ
た。

A 継続

2 食生活・
食育 (1)①

小学生向け学習支
援事業

生活困窮世帯の小学生を対象とし
た学習支援
（食育を含む）

〇 福祉政策課

・NPO法人カローレ
・こども支援課
・学校教育課
・教育センター

36 165

作物の収穫、調理、食
事などの一貫した体験
により、食生活・食育
について総合的に学ぶ
機会を提供することが
できた。

B 継続

2 食生活・
食育 (4)②

子どもの貧困対策
活動支援事業

食料支援活動に関する情報提供等
を行うインターネット上のサイト
の構築と運営を行うＮＰＯ法人カ
ローレへの補助を行う。

〇 〇 〇 〇 こども支援課 ・NPO法人カローレ - -

「つるがしま子ども応
援サイト」が適切に運
営され、必要な家庭へ
情報が届けられた。

A 継続
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2 食生活・
食育

(1)①
(2)②

児童館の取組
児童とその保護者に向けて、子育
て講座などで食育を推進する。

〇 〇 〇 〇
こども支援課
（児童館）

4 35

食に関する取り組みを
通して、環境問題や食
品ロスについて学び、
食に関する興味関心が
深くなった。

A 継続

2 食生活・
食育 (1)① 児童館栄養相談会 栄養相談指導 〇 〇 〇 〇

こども支援課
（児童館） ・保健センター 12 50

離乳食期から幼児期の
児の食事についての保
護者の悩みの軽減につ
ながった。

A 継続

2 食生活・
食育

(1)②
(2)②

保育所の取組

野菜の栽培や収穫、料理までの体
験や、地元産物や行事食を取り入
れた給食を通じた食育の推進を図
る。

〇
こども支援課
（保育所）

290 35,432

取組を通して子ども達
が食に対する興味・関
心を持ち、食の大切
さ、作る喜びを知るこ
とができた。

A 継続

2 食生活・
食育

(1)①
(2)①

食育推進講演会及
び講座

食育への関心を深める講座（野菜
摂取推進・災害時の食事）

〇 〇 〇 〇 健康長寿課

・女子栄養大学
・危機管理課
・産業振興課

2 53
自らの食生活を振り返
る機会の創出が図るこ
とができた。

B 継続

2 食生活・
食育

(1)①
(2)①

食事バランス料理
教室（食事バラン
ス委託事業）

運動効果を高める食生活や、地産
地消の普及、高齢者の食事等の食
事バランスの普及を目的に行う料
理教室

〇 〇 〇 健康長寿課
・食生活改善推進員
協議会

1 18
料理教室を通してバラ
ンスのよい食生活の普
及啓発ができた。

B 継続

2 食生活・
食育

(1)①
(2)①
(4)①

食育の普及啓発
（食事バランス委
託事業）

食育アドバイザー鶴のえがおによ
るフレイル予防の食事講話

〇 健康長寿課
・食生活改善推進員
協議会

2 16
フレイル予防の食生活
について普及啓発がで
きた。

B 継続

2 食生活・
食育 (2)② 血管若返り教室

血管をしなやかに保つための講話
と調理実習

〇 〇 〇 健康長寿課

・食生活改善推進員
協議会 1 18

脂質異常症や高血圧予
防のための食生活の知
識の普及啓発が図られ
た。

B 統合
食育事業の中で、調
理実習以外の方法で
実施するため。

2 食生活・
食育

(2)①
(4)①

保健事業と介護予
防の一体的推進事
業

フレイル予防の普及・啓発と、虚
弱高齢者の早期把握による三位一
体（運動・栄養(食・口腔)・社会
参加）の包括的な取組み
【フレイルチェック測定会・歯科
講座の開催、栄養、口腔、生活習
慣病重症化、健康状態不明者等等
のハイリスク者への訪問指導】

〇 健康長寿課
・保健センター
・保険年金課

再掲

講座
29

個別
支援
138

再掲

講座
426

個別
支援
138

フレイル予防における
食の必要性について普
及啓発が図られた。

B 継続
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2 食生活・
食育

(2)②
(4)①

広報特集による啓
発「おいしく適
塩！たっぷり野菜
レシピ」

健康レシピを掲載 〇 〇 〇 〇 健康長寿課 〇 4 －
野菜摂取と減塩につい
て考えるきっかけを創
出できた。

B 継続

2 食生活・
食育

(1)①
(2)①
(2)②

（新）食育展示・
食育イベント

食育月間・栄養週間・栄養改善月
間・フレイルの日に合わせて展示
や食育イベントを実施

〇 〇 〇 〇 健康長寿課

・保険年金課
・保健センター
・危機管理課
・明治安田生命保険

〇 4 387

幅広い年代の市民およ
び職員の食生活につい
て考えるきっかけを創
出できた。

A 継続

2 食生活・
食育 (3)①

（新）食生活改善
推進員スキルアッ
プ講座

食生活改善推進員がボランティア
をする上で必要な知識・技術を身
に付けるための研修を実施

〇 〇 健康長寿課

・女子栄養大学
・Ｎ’s　kitchen
・(株)にんべん

3 66
会員の知識・技術の向
上を図ることができ
た。

B 継続

2 食生活・
食育

(2)①
(4)①

（新）減塩と野菜
摂取推進事業

尿中ナトカリ比の郵送検査及び改
善プログラムを実施し、壮年期に
おける食習慣の見直し及び行動変
容を促すプロジェクト

〇 健康長寿課
・女子栄養大学
・産業振興課

1 48
壮年期における生活習
慣病予防のための食生
活改善に寄与した。

B 継続

2 食生活・
食育

(2)①
(4)①

（新）スマホアプ
リ「バランス日
記」で食生活を見
直そう！

10食品群の記録・確認ができるア
プリを用いた栄養介入、体力測
定、軽運動教室

〇 健康長寿課
・女子栄養大学
・日清オイリオ

1 51

食品摂取の多様性スコ
アが上昇し、バランス
のよい食生活の定着に
寄与した。

B 廃止

女子栄養大学との共
催事業であり令和5
年度で終了したた
め。

2 食生活・
食育 (3)① 特定保健指導

食生活、食事バランスなどの栄養
指導

〇 〇 保険年金課

・医師会
・スギ薬局
・ウエルシア薬局
・現代けんこう出版

年度内に
１回

127
生活習慣改善やメタボ
リックシンドロームの
改善に寄与した。

A 継続

2 食生活・
食育 (1)①

 ゆりかご教室
（両親学級）

両親を対象にした栄養講話 〇 〇 保健センター 5 110
妊娠期の望ましい食生
活についての普及啓発
が図られた。

B 継続

2 食生活・
食育 (1)① 10ヶ月児健康相談 栄養相談指導 〇 〇 〇 保健センター 12 181

離乳食期の児の食事に
ついての保護者の悩み
の軽減につながった。

B 継続

2 食生活・
食育 (1)①

1歳6ヶ月児健康診
査

栄養相談指導 〇 〇 〇 保健センター 12 20
幼児期の児の食事につ
いての保護者の悩みの
軽減につながった。

B 継続

2 食生活・
食育 (1)① 3歳児健康診査 栄養相談指導 〇 〇 〇 保健センター 12 8

児の食事についての保
護者の悩みの軽減につ
ながった。

B 継続
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2 食生活・
食育 (1)① もぐもぐ教室 離乳食の講話と試食 〇 〇 〇 保健センター 6 56

離乳食についての保護
者の悩みや不安の軽減
につながった。

B 継続

2 食生活・
食育 (1)①

乳幼児すこやか相
談

栄養相談指導 〇 〇 〇 保健センター ・こども支援課 6 45

離乳食期から幼児期の
児の食事についての保
護者の悩みの軽減につ
ながった。

B 継続

2 食生活・
食育 (1)① 2歳児歯科健康診査 栄養相談指導 〇 〇 〇 保健センター 12 11

幼児期の児の食事につ
いての保護者の悩みの
軽減につながった。

B 継続

2 食生活・
食育

(1)②
(4)②

小・中学校の取組

野菜の栽培やバランスの良い食事
などに関する食育の授業、給食献
立掲示・校内放送・交歓給食・給
食感謝の会・保健だよりなどにお
ける給食栄養指導を通して食育を
推進

〇 学校教育課 ・学校給食センター - -

様々な取組により食育
を推進することで、食
の大切さを学習するこ
とができた。

B 継続

2 食生活・
食育

(1)①
(2)②

「食」に関する本
の展示（一般書）

期間を決めて「食」をテーマにし
た本を展示

〇 〇 〇
生涯学習ス
ポーツ課（図
書館）

〇 1 -
特集展示により、食育
の普及啓発が図られ
た。

A 継続

2 食生活・
食育

(1)①
(2)②

「食育」に関する
絵本の展示（児童
書）

「食育」につながる児童書の展示 〇 〇 〇
生涯学習ス
ポーツ課（図
書館）

〇 1 -
特集展示により、食育
の普及啓発が図られ
た。

A 継続

2 食生活・
食育 (2)①②

学校給食の献立に
関することや行事
食についての文書
配付

月々の献立について、献立作成の
意図、行事食の意味や意義、旬の
食材紹介などに関する資料を各
小・中学校の食育主任に配付

〇 〇 〇
学校給食セン
ター

〇 11 -
食や健康への意識を高
めることができた。

B 継続

2 食生活・
食育 (2)①② 放送資料

日々の献立から抜粋したメニュー
や食材、行事食の由来など、給食
時間に放送するための食に関する
資料を各小・中学校に配付

〇
学校給食セン
ター

〇 28 -
食や健康への意識を高
めることができた。

A 継続

2 食生活・
食育 (1)①

夏休み学校給食セ
ンター厨房探検

普段は立ち入ることのできない調
理場を夏休みに活用し、給食調理
場を見学し、食に関する学習を図
る。

〇 〇 〇
学校給食セン
ター

・（株）鶴ヶ島学校
給食サービス

〇 1 149
食や健康への意識を高
めることができた。

A 継続
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2 食生活・
食育 (1)① 親子料理教室 親子で楽しい調理体験と試食 〇 〇 〇

学校給食セン
ター

・（株）鶴ヶ島学校
給食サービス

〇 2 24

親子で楽しく給食の人
気メニューを作り、給
食と調理への関心を高
めることにつながっ
た。

A 継続

2 食生活・
食育 (2)①②

学校給食センター
だより

旬の食材を活用した簡単朝ごはん
レシピを掲載した給食センターだ
よりを児童生徒の全家庭に配付

〇 〇 〇
学校給食セン
ター

〇 5 -
食や健康への意識を高
めることができた。

B 継続

2 食生活・
食育 (2)①

学校給食予定献立
表

献立、主な食品名、エネルギー
量、たんぱく質などを記載

〇 〇 〇
学校給食セン
ター

〇 11 -
食や健康への意識を高
めることができた。

B 継続

2 食生活・
食育 (4)①② 学校訪問 栄養教諭などによる栄養指導 〇

学校給食セン
ター

〇 55 -

児童・生徒が食や健康
について学び、日々の
食生活の意識を高める
ことができた。

A 継続

2 食生活・
食育 (2)①② 給食だより

食事のマナーや食品、衛生、給食
に関することや鶴ヶ島市で生産さ
れている食べ物のことなど、月ご
とにテーマを決めて毎月児童生徒
向けの資料を作成し、各小・中学
校に配付

〇
学校給食セン
ター

〇 11 -
食や健康への意識を高
めることができた。

B 継続

2 食生活・
食育 (4)②

（新）令和5年度地
産地消コーディ
ネーター派遣事業

地場産物利用拡大や供給体制づく
り等に詳しい専門家の派遣をして
もらい、農政担当、直売所、給食
センターで地産地消の拡大につい
ての検討を行う。

学校給食セン
ター

・（一財）都市農山
漁村交流活性化機構
・いるま野農協協同
組合
・産業振興課

〇 3 -

令和6年度に向けて地産
地消の拡大への検討を
行い、課題や目標を共
通の認識として持つこ
とができた。

A 廃止

1地域あたり、1名の
コーディネーターを
3回派遣する事業
で、終了したため。

3 休養・こ
ころの健康 (2)①

講座「バーチャル
工場見学＆オリジ
ナル『マルちゃん
焼そば』づくり」

男性のワーク・ライフ・バランス
を推進する講座（父と子対象）

〇 〇
政策推進課
（女性セン
ター）

・東洋水産株式会社 〇 1 29
父親に対して、ワー
ク・ライフ・バランス
の周知を図った。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康

(1)②
(2)②

メンタルヘルス研
修の実施

職員のこころの健康の保持増進を
図るための研修会

〇 〇 人事課 2 42

職員の心を元気にする
セルフケアを実施し、
メンタルヘルス不調の
未然防止が図れた。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康

(1)②
(2)②

ストレスチェック
の実施

職員の心理的な負担の程度を把握
し、こころの健康を保持推進する
ためのストレスチェック

〇 〇 人事課 1 504

職員自身のストレスへ
の気づきを促し、スト
レスの原因となる職場
環境の改善につなげ
た。

B 継続
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3 休養・こ
ころの健康 (1)①

地域支え合い推進
事業

市民、ＮＰＯ、市民団体や企業等
の連携協働により地域の課題を地
域で解決する支え合いの仕組みづ
くりを支援する。

〇 〇 〇 〇 〇
地域活動推進
課

・地域支え合い協議
会

- -

各地域の特性に応じた
支え合いの仕組みづく
りを支援することがで
きた。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康 (1)①

地域デビューきっ
かけ広場事業

地域活動に参加していないシニア
を対象に、地域活動に参加する
きっかけとなるような事業を実施

〇 〇
地域活動推進
課

1 400

市役所ロビーにおいて
イベントを開催。地域
に新規参画する方が増
えた。

A 継続

3 休養・こ
ころの健康 (3)①

（新）サークル地
域還元講座「“傾
聴”体験教室」

傾聴を知り、実際に体験してもら
う教室の実施

〇 〇 〇 〇 〇
地域活動推進
課（市民セン
ター）

・サークル 〇 1 10

傾聴を体験してもらう
ことで、相手とのここ
ちよいコミュニケー
ション方法を学んでも
うことができた。

A 廃止
サークルから申し出
があった場合に実施
するため。

3 休養・こ
ころの健康

(3)①
(4)①

自殺対策推進事業
市民や様々な職種向けのゲート
キーパー養成

〇 〇 〇 〇 障害者福祉課 2 32

住民と関わる機会の多
い職員、ボランティア
などを対象に、心理的
危機に陥っている人に
早期に適切な対応がで
きるよう「ゲートキー
パー」を養成し技術の
向上を図ることができ
た。

A 継続

3 休養・こ
ころの健康 (2)②

メンタルヘルス講
演会

市民を対象とした心の健康づくり
に関する啓発

〇 〇 〇 〇 障害者福祉課

・坂戸保健所
・坂戸市
・越生町
・毛呂山町
・鳩山町

〇 1 74

睡眠について正しい知
識を学び生活にいかす
ことで、市民の心の健
康の維持増進につな
がった。

A 継続

3 休養・こ
ころの健康 (2)② こころの健康相談

精神科医による精神保健に関する
本人、家族の相談

〇 〇 〇 〇 〇 障害者福祉課 12 60

こころの問題を抱える
市民に対し、精神科医
師による健康相談を行
い不安の解消につな
がった。

A 継続

3 休養・こ
ころの健康

(1)②
(4)①

子育て包括相談・
支援事業

妊娠・出産・育児に関する各種の
相談に応じ、関係機関との連携に
より切れ目のない支援を提供す
る。さらに必要に応じて養育支援
サポーターを派遣する。

〇 〇 〇 こども支援課 ・保健センター 1,210 -
子育て支援制度のス
ムーズな利用促進が図
られた。

A 継続

3 休養・こ
ころの健康 (1)①

つどいの広場運営
事業

親子が気軽に集える場所を提供
し、専門のスタッフが子育ての相
談を受けることで、身近な地域で
子育てを支援する。

〇 〇 〇 こども支援課 22 665

助産師による発達や育
児に関する相談室の実
施により、育児負担の
軽減を図ることができ
た。

A 継続
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3 休養・こ
ころの健康 (1)②

児童・家庭総合相
談窓口事業

家庭内の問題に関する相談に総合
的かつ適切に対応するため、専門
的な相談員を配置し、関係機関と
連携しながら相談機能の充実・強
化を図る。

〇 〇 〇 〇 〇 こども支援課 ・女性センター - -

関係機関と連携しなが
ら相談機能の充実・強
化が図られた。
【参考実績】
・児童相談対応件数322
件
・女性相談（延べ人
数）624人
・DV相談（延べ人数）
370人

A 継続

3 休養・こ
ころの健康 (1)①

児童館における子
育て相談

身体測定及び発育発達・子育てに
関する助言・指導を実施

〇 〇
こども支援課
（児童館） ・保健センター 〇 5 58

育児の不安の軽減を図
ることができた。

A 継続

3 休養・こ
ころの健康

(2)②
(4)①

広報特集による啓
発「睡眠・適正飲
酒・禁煙のすす
め」

休養や心の健康情報の提供 〇 〇 〇 健康長寿課 〇 1 -

広報紙等を通じ、睡眠
や飲酒が心身に及ぼす
影響について普及啓発
が図られた。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康 (4)①

介護予防教室「認
知症予防脳トレ教
室」

認知症予防のための脳トレ教室 〇 健康長寿課 24 274

自宅でもできる内容の
脳トレ・運動プログラ
ムを実施することで、
認知症予防の普及啓発
が図られた。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康

(2)②
(4)①

介護予防教室「ま
すます元気教室」

身体の活動性を高め、うつ予防や
脳の活性化につなげる教室

〇 健康長寿課
・地域包括支援セン
ター

66 576

教室参加により、閉じ
こもり・認知症・うつ
予防につながってい
る。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康

(2)②
(3)①

認知症サポーター
養成講座

認知症の本人や家族を見守り、支
援するサポーターを養成する講座

〇 〇 〇 〇 健康長寿課
・全国キャラバンメ
イト協議会

11 449

認知症サポーターを養
成することで、認知症
に対する正しい知識等
の普及啓発が図られ
た。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康 (4)①

保健事業と介護予
防の一体的推進事
業

フレイル予防の普及啓発と、虚弱
高齢者の早期把握による三位一体
（運動・栄養(食・口腔)・社会参
加）の包括的な取組み
【フレイルチェック測定会及び歯
科講座、栄養・口腔・生活習慣病
重症化・健康状態不明者等等のハ
イリスク者への訪問指導】

〇 健康長寿課 ・保険年金課

再掲

講座
29

個別
支援
138

再掲

講座
426

個別
支援
138

心理的認知的フレイル
予防の観点から、うつ
等の知識の普及を図る
ことができた。

B 継続
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3 休養・こ
ころの健康 (1)①

産前産後サポート
事業
ようこそ鶴ヶ島で
子育て

地域で孤立しやすい親子が参加者
同士交流し、保護者の支援、養育
環境の安定強化を図る。

〇 〇 保健センター

・こども支援課
（鶴ヶ島子育てセン
ター）

〇 6 64

対象者を多胎児の保護
者、仲間が欲しい親
子、発達が心配な子を
持つ保護者、精神的問
題を抱えた保護者が、
それぞれがもつ育児の
悩みを共有し、負担を
軽減できた。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康 (1)① 親子相談

子どもの発達や親自身の育児不安
の相談の場として専門職による相
談を実施

〇 〇 保健センター

・こども支援課（子
育て支援担当、発育
支援センター）
・光の家療育セン
ター

43 229

こどもの発達や育児の
負担感、親自身の不安
に寄り添い相談支援を
行い、不安の軽減につ
ながった。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康 (1)①

母子健康包括支援
事業（子育て世代
包括支援センター
事業）

妊娠期から子育て期まで継続して
保健師・助産師が相談支援を実施
（子育て包括相談・支援事業と関
連）。産後ケア事業では、支援が
必要な母子に対して休養の機会を
提供し支援を行う。

〇 〇 保健センター ・こども支援課 － －

妊娠期から子育て家庭
への切れ目のない支援
を行い、子育ての不安
や負担感の軽減が図ら
れた。
妊娠届出時に専門職種
が全数398件と面談（妊
娠届353件＋転入45件）
した。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康 (1)① ゆりかご教室

妊婦とその家族を対象として、妊
娠中や子育て期の家族の健康や子
育てに関する知識を伝え、妊婦同
士の仲間づくりのための教室

〇 〇 保健センター 5 110

子育ての孤立化、妊婦
同士の仲間づくり、父
親の参加による父性役
割の芽生えを図ること
ができた。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康 (1)①

児童館における子
育て相談

身体測定及び発育発達・子育てに
関する助言・指導を実施

〇 〇 保健センター
・こども支援課(児童
館)

〇 5 58
育児の不安の軽減を図
ることができた。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康 (1)①

乳幼児すこやか相
談

乳幼児の身体測定・保健相談・栄
養相談・歯科相談・母乳相談を実
施

〇 〇 保健センター
・こども支援課（支
援担当）

6 167
育児の不安の軽減を図
ることができた。

B 継続

3 休養・こ
ころの健康

(1)①
(2)②
(4)①

小・中学校の取組

授業などでの保健学習や児童・生
徒に対する教育相談日などの設
定、さわやか相談室の利用促進啓
発などでこころの健康づくりを実
施する。また、児童・生徒・保護
者に対する巡回相談員や臨床心理
士による相談活動などを行う。

〇 学校教育課 ・教育センター

スクールカウンセラー
を配置し、相談員の技
術向上を図ることで、
児童・生徒の心の健康
づくりを実施した。

B 継続
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4 歯・口腔
の健康

(2)①②
(3)①

口腔フレイル予防
講座

口腔フレイル予防を普及啓発する
講座「歯とお口の健康は健口長寿
の秘訣！？～おいしく食べる、た
のしく話すを続けるために～」

〇 健康長寿課
・坂戸鶴ヶ島歯科医
師会

4 79
口腔フレイル予防に関
する普及啓発を図るこ
とができた。

B 継続

4 歯・口腔
の健康

(2)②
(3)①

保健事業と介護予
防の一体的推進事
業

フレイル予防の普及啓発と、虚弱
高齢者の早期把握による三位一体
（運動・栄養(食・口腔)・社会参
加）の包括的な取組み
【フレイルチェック測定会及び歯
科講座、栄養・口腔・生活習慣病
重症化・健康状態不明者等等のハ
イリスク者への訪問指導】

〇 健康長寿課 ・保険年金課

再掲

講座
29

個別
支援
138

再掲

講座
426

個別
支援
138

フレイル予防に関する
歯・口腔の重要性につ
いて普及啓発を図るこ
とができた。

B 継続

4 歯・口腔
の健康

(1)②
(2)②
(3)①②

歯周病検診
30歳以上の市民を対象に歯科診
察、ブラッシング指導、唾液ｐＨ
テスト

〇 〇 〇 保健センター
・歯科医師会
・歯科衛生士会

5 112

保育付きの検診日を設
けたことにより青年期
の受診の増加につなげ
ることができた。

A 継続

4 歯・口腔
の健康

(1)②
(2)②
(3)①②

ゆりかご教室(両親
学級)

両親を対象とした歯科講話 〇 〇 保健センター 5 110
妊娠期の口腔の変化や
知識及び口腔ケアの普
及啓発が図られた。

B 継続

4 歯・口腔
の健康

(1)①
(2)②

１歳６ヶ月児健康
診査

歯科検診、歯みがき指導 〇 〇 〇 保健センター
・歯科医師会
・歯科衛生士会

12 412
虫歯予防の啓発が図ら
れた。

B 継続

4 歯・口腔
の健康

(1)①
(2)②

2歳児歯科健康診査
歯科検診、歯みがき指導、フッ素
塗布(希望者)

〇 〇 〇 保健センター
・歯科医師会
・歯科衛生士会

12 386
虫歯予防の啓発が図ら
れた。

B 継続

4 歯・口腔
の健康

(1)①
(2)②

３歳児健康診査 歯科検診、歯みがき指導 〇 〇 〇 保健センター
・歯科医師会
・歯科衛生士会

12 407
虫歯予防の啓発が図ら
れた。

B 継続

4 歯・口腔
の健康 (1)① 10ヶ月児健康相談

歯みがきの始め方、虫歯のリス
ク、ケガの対処方法など乳歯のお
手入れ方法

〇 〇 〇 保健センター ・歯科衛生士会 12 389
正しい乳歯のケア方法
及び虫歯予防の啓発が
図られた。

B 継続

4 歯・口腔
の健康 (1)① もぐもぐ教室

離乳食摂取時期の乳歯のお手入れ
方法

〇 〇 〇 保健センター 6 56

離乳食摂取時期の正し
い口腔ケア及び虫歯予
防の普及啓発が図られ
た。

B 継続

4 歯・口腔
の健康 (1)①

歯みがき大好き事
業(乳幼児対象）

歯科保健指導、歯みがき指導 〇 〇 〇 保健センター 17 294
虫歯予防の啓発が図ら
れた。

B 継続
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4 歯・口腔
の健康

(1)①②
(2)②
(3)①②

プレママ＆親子の
歯みがき教室

妊婦や親子とその家族を対象とし
た歯みがき教室

〇 〇 〇 〇 〇 保健センター 6 29

妊婦や親子とその家族
を対象として口腔ケア
及び虫歯予防の普及啓
発が図られた。

B 継続

4 歯・口腔
の健康

(1)①
(2)①
(3)①

小・中学校の取組

食後にうがいや歯磨きを励行する
などの歯磨きキャンペーンの実
施、歯科検診や歯科保健指導を児
童・生徒に行う。また、保健だよ
りの発行、就学時健診での講話な
どで児童・生徒・保護者への啓発
活動を行う。

〇 学校教育課
・保健センター
・歯科医師会

- -

他部局と連携しなが
ら、効果的に歯の健康
や虫歯予防に対する意
識啓発ができた。

B 継続

4 歯・口腔
の健康

(1)①
(2)①

アペルト歯磨き指
導教室

適応指導教室に通う児童生徒を対
象に、歯科衛生士が歯磨き指導

〇 教育センター ・保健センター 〇 0 0
計画をしていたが、通
級生の出席がなかった
ため、中止とした。

継続

5 たばこ・
アルコール (2)① 受動喫煙防止啓発

受動喫煙防止ポスター「その煙、
大切な人の健康を脅かしていま
す」「みんなで取り組もう！受動
喫煙対策」による周知啓発

〇 〇 ○ ○ ○ 健康長寿課 ・資産管理課 〇 2 -
受動喫煙防止及び喫煙
マナーに向上に係る注
意喚起が図られた。

B 継続

5 たばこ・
アルコール (2)①

受動喫煙防止啓発
の街頭キャンペー
ン

受動喫煙防止・ポイ捨て禁止啓発
ティッシュを駅周辺で配布

〇 〇 〇 〇 〇 健康長寿課
・生活環境課
・道路建設課

1 1,000
受動喫煙防止及び喫煙
マナーに係る啓発が図
られた。

B 継続

5 たばこ・
アルコール

(2)②
(3)①

広報特集による啓
発「受動喫煙につ
いて考えよう！～5
月31日は世界禁煙
デーです～」「睡
眠・適正飲酒・禁
煙のすすめ」

喫煙及び受動喫煙による健康への
害を周知啓発

〇 〇 〇 健康長寿課 〇 2 -
受動喫煙に関する知識
の普及啓発が図られ
た。

B 継続

5 たばこ・
アルコール

(2)①
(3)①

広報特集による啓
発「睡眠・適正飲
酒・禁煙のすす
め」

多量飲酒による健康への害、適正
飲酒などアルコールに関する健康
情報の提供

〇 〇 〇 健康長寿課 〇 1 -
適正飲酒に関する知識
の普及啓発が図られ
た。

B 継続
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5 たばこ・
アルコール (2)②

母子健康包括支援
事業（子育て世代
包括支援センター
事業）

妊娠期から子育て期まで継続して
保健師・助産師が相談支援の際、
喫煙やアルコールの影響について
啓発指導（子育て包括相談・支援
事業と関連）

〇 〇 保健センター ・こども支援課 - -

全ての妊婦と妊娠届時
の面談の際（398件）、
喫煙やアルコールに関
する内容が含まれたア
ンケートを実施し、対
象者に指導を行ったこ
とにより、喫煙による
胎児への影響について
普及啓発が図られた。

B 継続

5 たばこ・
アルコール

(2)①
(3)②

小・中学校の取組
喫煙防止や薬物乱用防止のための
教育

〇 学校教育課

・西入間警察署
・家庭教育アドバイ
ザー
・教育センター

- -
喫煙防止と薬物乱用防
止について意識啓発が
できた。

B 継続

6 健康診査
の充実 (2)①

市ホームページに
健康増進サイトを
開設

健康増進サイト「キラキラ健康づ
くり」の運営及びサイト内におけ
る健康の維持増進等に関する周知
啓発

〇 〇 〇 秘書広報課 ・健康長寿課 〇 - -
ＨＰで常に公開するこ
とで、情報の周知啓発
を図ることができた。

B 継続

6 健康診査
の充実 (2)① 職員健康相談 健康相談の実施 〇 〇 人事課 12 6

産業医による適切な助
言により、職員の疾病
に対する不安の解消や
適切な治療等へ導い
た。

B 継続

6 健康診査
の充実 (3)②

被保護者健康管理
支援事業

40歳以上の生活保護受給者に健康
診査の受診勧奨を実施

〇 〇 福祉政策課 ・保健センター 1 545

健診受診者の状況を把
握できた。
（R5　41/586＝7.0％）
（R4　44/583＝7.5％）

B 継続

6 健康診査
の充実 (2)①

広報特集による啓
発「いつも　いつ
までも　現役！」

フレイル予防の普及啓発のための
情報提供

〇 〇 〇 健康長寿課 ・保健センター 〇 1 -

地域で主体的に健康づ
くりを実践する機会の
周知を図ることができ
た。

B 継続

6 健康診査
の充実 (2)① フレイル予防講座

フレイルについての知識の普及・
啓発

〇 健康長寿課 ・保健センター 9 193
フレイル予防について
普及啓発が図られた。

B 継続

6 健康診査
の充実 (2)①

健康長寿サポー
ター養成講座

自ら健康づくりを実践し、健康づ
くり情報を周囲に伝え広める市民
を養成

〇 〇 健康長寿課

・埼玉県健康長寿課
・スーパー健康長寿
サポーター

〇 3 7

自ら健康づくりを実践
し、健康づくり情報を
周囲に伝えることので
きる人材を養成し、健
康づくり運動の普及が
図られた。

B 継続
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方向性
・継続
・見直し
・統合
・廃止

見直し・統合・廃止
の判断理由

分野
取組
目標

事業名 事業概要

※対象ライフステージ

所管課

令和５年度実績 令和６年度実施

6 健康診査
の充実

(2)①
(3)①

後期高齢者への訪
問指導
（※保健事業と介
護予防の一体的推
進事業の一部再
掲）

健康状態不明者や口腔機能低下
者、低栄養者、生活習慣病重症化
リスクが高い方への、保健師等に
よる訪問指導
（※後期高齢者健診結果から対象
者を抽出しているため再掲）

〇 健康長寿課
・保健センター
・保険年金課

再掲
138

再掲
138

訪問指導により個々に
あった生活習慣改善の
提案、受診勧奨が行
え、市民の健康づくり
に寄与できた。

B 継続

6 健康診査
の充実

(2)①
(3)①

フレイルチェック
測定会

市民フレイルサポーターが中心と
なり、質問票や測定機器を活用し
たフレイル予防の普及啓発

〇 健康長寿課 ・保健センター 16 154
フレイル予防について
普及啓発が図られた。

B 継続

6 健康診査
の充実

(2)①
(3)①

（新）フレイルサ
ポーターフォロー
アップ講習

フレイルサポーターが地域で活動
するうえで、必要となる知識及び
技術の向上を図る講習

〇 〇 健康長寿課

・女子栄養大学
・東京大学高齢社会
総合研究機構

2 38

サポーターの知識・技
術の向上を図り、更な
るフレイル予防活動の
充実につながった。

B 継続

6 健康診査
の充実

(2)①
(3)①

介護予防ボラン
ティア「つる
フィット」養成講
座

地域の自治会館や集会所などで高
齢者に対し、運動指導を実施する
ボランティアを養成する講座

〇 健康長寿課
・埼玉県理学療法士
会

7 40

10名の介護予防ボラン
ティアを養成すること
ができ、体制の強化が
図られた。

B 継続

6 健康診査
の充実 (2)① 健康づくり講演会

講演会「血管のアンチエイジング
が寿命を決める！」を開催

〇 〇 健康長寿課
・明治安田生命保険
・保険年金課

1 275
生活習慣病予防のため
の知識の普及啓発が図
られらた。

B 継続

6 健康診査
の充実 (3)① 疾病予防推進事業

国民健康保険加入者を対象に人
間・脳ドックの費用補助

〇 〇 〇 保険年金課 ・医師会
年度内に

１回
272

疾病の早期発見や予防
に寄与した。

A 継続

6 健康診査
の充実 (3)①

後期高齢者人間
ドック等助成事業

後期高齢者医療制度加入者を対象
に人間・脳ドックの費用補助

〇 保険年金課 ・医師会
年度内に

１回
106

疾病の早期発見や予防
に寄与した。

A 継続

6 健康診査
の充実 (3)① 特定保健指導

メタボリックシンドローム改善の
ための保健、栄養指導

〇 〇 保険年金課

・医師会
・スギ薬局
・ウエルシア薬局
・現代けんこう出版

年度内に
１回

127
生活習慣改善やメタボ
リックシンドロームの
改善に寄与した。

A 継続

6 健康診査
の充実

(1)①
(2)①
(3)①②

特定健康診査 身体計測、血液検査など 〇 〇 保険年金課
・医師会
・保健センター

年度内に
１回

4,016
疾病の早期発見や生活
習慣病予防に寄与し
た。

A 継続

6 健康診査
の充実

(1)①
(2)①
(3)①②

後期高齢者健康診
査

身体計測、血液検査など 〇 保険年金課
・医師会
・保健センター

年度内に
１回

3,512
疾病の早期発見や生活
習慣病予防に寄与し
た。

A 継続
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A：高い
B：普通
C：低い

方向性
・継続
・見直し
・統合
・廃止

見直し・統合・廃止
の判断理由

分野
取組
目標

事業名 事業概要

※対象ライフステージ

所管課

令和５年度実績 令和６年度実施

6 健康診査
の充実 (3)①

糖尿病性腎症保健
指導プログラム提
供修了者への継続
支援

糖尿病性腎症保健指導対象者への
継続した支援の実施

〇 〇 〇 保険年金課 ・健康長寿課 〇
年度内に

2回
15

自己管理の継続を支援
することで人工透析へ
の移行を抑止できた。

A 継続

6 健康診査
の充実 (3)①

（新）特定保健指
導未利用者対策事
業

測定機器を使用した健康測定会の
実施

〇 〇 保険年金課 ・現代けんこう出版
年度内に

１回
56

生活習慣改善やメタボ
リックシンドロームの
改善に寄与した。

A 継続

6 健康診査
の充実

(1)①
(2)①
(3)①②

骨粗しょう症検診 DXA法（橈骨）測定 〇 〇 保健センター
・ティーエムクリ
ニック

2 169

通知による受診勧奨を
行い、検診の制度や日
程を周知した結果、受
診者数が増加した。

B 継続

6 健康診査
の充実

(1)①
(2)①
(3)①②

胃がん検診 胃部レントゲン検査など 〇 〇 保健センター

・医師会
・埼玉県健康づくり
事業団

集団10、
個別6/1
～1/31

935

土日の検診日を設け、
働く世代の方にも受診
しやすい環境づくりを
行ったことや受診日直
前の電話勧奨等により
受診者数の増加につな
がった。

B 継続

6 健康診査
の充実

(1)①
(2)①
(3)①②

子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞診、内診など 〇 〇 〇 保健センター ・医師会
6/1～
1/31

1,359

事前に受診勧奨通知を
送付したことで、受診
者数の増加につなげる
ことができた。

B 継続

6 健康診査
の充実

(1)①
(2)①
(3)①②

大腸がん検診 便潜血検査 〇 〇 保健センター ・医師会
6/1～
1/31

5,454

特定健診の受診券に大
腸がん検診の受診券を
同封し受診勧奨を行っ
たことや特定健診と同
時受診できる体制にし
たため、受診率向上、
疾病の早期発見、早期
治療につながった。

B 継続

6 健康診査
の充実

(1)①
(2)①
(3)①②

乳がん検診 乳房エックス線撮影など 〇 〇 保健センター

・医師会
・埼玉県健康づくり
事業団

集団12、
個別6/1
～1/31

970

土日の検診日を設け、
働く世代の方にも受診
しやすい環境づくりを
行ったことや受診日直
前の電話勧奨等により
受診者数の増加につな
がった。

B 継続
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※対象ライフステージ

所管課

令和５年度実績 令和６年度実施

6 健康診査
の充実

(1)①
(2)①
(3)①②

肺がん検診 胸部レントゲン検査 〇 〇 保健センター

・医師会
・埼玉県健康づくり
事業団

集団13、
個別6/1
～1/31

1,512

土日の検診日を設け、
働く世代の方にも受診
しやすい環境づくりを
行ったことや受診日直
前の電話勧奨等により
受診者数の増加につな
がった。

B 継続

6 健康診査
の充実

(2)①
(3)①

健康講座
疾病予防や健康運動指導士による
運動を主とした健康づくりの教室
と生活習慣病予防に関する講座

〇 〇 〇 保健センター 7 102

腹筋、骨盤底筋　エク
ササイズ講座及びお口
と骨盤底筋のアンチエ
イジング講座、高血圧
教室を実施し、知識の
普及啓発が図られた。
検診の結果、要指導の
者を対象に骨粗しょう
症予防教室を実施し、
知識を啓発し、疾病発
症のリスクが軽減でき
た。

B 継続

6 健康診査
の充実

(1)①
(2)①
(3)①②

肝炎ウィルス検診 Ｂ型・Ｃ型肝炎のウィルス検査 〇 〇 保健センター ・医師会
6/1～
1/31

270

知識の普及啓発が図ら
れるとともに疾病発症
のリスクが軽減でき
た。受診者が自身の感
染状況を認識する機会
を提供し、肝炎ウイル
スに関する正しい知識
を普及することができ
た。

B 継続

6 健康診査
の充実 (2)① 小・中学校の取組

授業などによる生活習慣病の予防
に関する保健学習、定期健康診断
の実施、保健だよりの発行などに
よる保健指導

〇 学校教育課 ・学校区 - -

各学校において課題解
決を図り、児童・生徒
が健康維持増進につい
て考えることができ
た。

B 継続


